
Bridging the gap between science and application : 研究と現場の橋渡し役として 

 

NSCA ジャパン 活動実績 

実施年月日 2018 年 3 月 3 日（土曜日） 

事業名 
NSCA ジャパン・日本健康運動指導士会 第 5 回合同学術大会 

『運動指導者の専門家として伝えるべきことは～エビデンスに基づいた知識と技術の重要性～』 

共催 特定非営利活動法人日本健康運動指導士会 

後援 
厚生労働省、経済産業省、スポーツ庁、公益財団法人健康・体力づくり事業財団、 

健康日本 21 推進全国連絡協議会、特定非営利活動法人日本介護予防協会 

会場 KFC ホール （東京都墨田区） 

講演者 

篠田 邦彦 (NSCA ジャパン理事長) 

森谷 敏夫 (NSCA ジャパン参与,京都大学名誉教授) 

青地 克頼 (日本健康運動指導士会副会長,聖徳大学准教授) 

宮内 拓史 (関西医科大学附属病院 健康科学センター, 健康運動指導士) 

吉田 直人 (NSCA ジャパン HPC ヘッドストレングス&コンディショニングコーチ) 

開催趣旨 

健康長寿社会を実現していくために、運動の専門家である運動指導者が担う使命ついて、専門分 

野の講師を招聘し講演を行なった。また実際の指導事例発表を通じて情報共有と啓蒙を行なっ

た。 

来場者 約 250 名 


